

























由語検索エンジン Googleによるヒット件数を例にとると２、2006 年 12 月時点
まではわずか 50 数件にすぎなかったものが、2007 年 4 月時点で 300 数件へと
伸びていた。4ヶ月で 6倍、一月当たり約 163％の増加率である。さらに、こ
の原稿を執筆している 2008 年 8 月 22 日現在では 1770 件がヒットしている。

















































めだと答えている［The Lawlor Review 1999］。







育機関の中で未来があるのは 3分の 1 程度ではないかとの皮肉を述べている



































































ランク・R・ケメラーらの Strategies for Effective Enrollment Management
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ワークを形成し、お互いの意志の疎通を図るためにも役立つ






































































































































































































































































































くの大学が、「CIRP（Cooperative Institutional Research Program）」や「NSSE








































































































































































































































































































けられるゆえんである［Gabelnick, et al. op. cit.:14-15］。
教育学分野におけるもう一つのルーツは、ジョン・デューイである。デュー
イの学説史的な重要性は、ラーニングコミュニティにおける教授／学習プロセ

































ないだろう」と早々にあきらめているほどである［Shapiro & Levine ibid.:3］。
その代わり、彼女らはラーニングコミュニティの先進事例に共通する基本特性
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４　アメリカにおける実際の 18 歳人口のピークは 1979 年である。
５　1975 年のMarketing for Nonprofit Organizationsは絶版だが、Strategic 
Marketing for Nonprofit Organizationsと一部タイトルを変えた改訂版が







Strategic Marketing for Nonprofit Organizationsについては、1982 年の改
定初版、2007 年の第 7版、および第 6版の翻訳を参照した。また、Strategic 









“エンロールメント” の『定義』『修正』『再定義』を試みてきた」［今井 2003: 
78］という。本稿にはこの時期の概念構築を詳しく紹介するスペースはない
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ことにより
































































Four Critical Years（1977）にまとめられていたが、その新版What Matters 
in College? Four Critical Years Revisited.（1993）では、他の膨大な諸要因
以上に、「ピアグループ」（との共通性）が学習態度の好転に対して影響があっ
たと報告されている。その点をとっても、ピアグループとの共同関係を強化
するラーニングコミュニティの重要性は理解できよう。
30　ラーニングコミュニティは、大規模校でこそ効果的だといわれている。小
規模校では、所属クラスがそのままラーニングコミュニティ同様の機能を果
たしうるため、あえてラーニングコミュニティを作らなくてもある程度は効
果的な教育を実施できる。そういう小規模校のメリットを大規模校にもたら
す仕掛けとして、ラーニングコミュニティは有効というわけだ。
　　しかしながら、だからといって、少人数制教育を実施してきた京都光華女
子大学でラーニングコミュニティを導入するメリットがないということには
ならない。本文でも引用したとおり、①コア・カリキュラムを明示すること
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により、学習過程に一貫性を与え、目的意識を明確にさせること、②学生同
士の相互作用を活性化させることが期待されるからである（『事例集』）。つ
まり、小規模校でラーニングコミュニティを導入すれば、科目連携によるシ
ナジーが触媒となって、小規模校のメリットをさらに増幅させることが可能
ということだ。
